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B 119　乳幼児。衣糧設計に関t ゐ研爽（^ 2報）一幼隨､の侍徴一

　　　　　　ま-it大象政〇福井弥生　土井サ冷ヨ　鼻唄仁美

　　　　　　乗衆医科画科大解剖　中求、愈　^A貿せ矩犬　無双　隻

　0 的　あ1 報に引？錬≪ . 本報で･は. 曰啼生活､;お･すろ影印^妬め新作の特徴-t幄參しre.

こiぺをI £-に幼作時の寸法的、御紋的変化の特赦t-才%-えて. i<服森計に蝶立てようど机み

た。　i t-~寸喊夏化量力ヽら. 勧作遠ん・ためダ）､≪･參ゆしソ噪。穣討t. 目的Lした。

　当漓　豹報におIf ゐ蒼々g. 分忿ｸﾉﾚｰﾌ･の中々’ら. I 勉すっ謹んで･簸､映者しした。it

軋幼児の奪回I' お丿て. 勧作特柱乞脈帑し, 衣服誰釘に悩｀冬L !l.わ截ゐ老勢･£ 抽出､レ, そ

れし額似め旁脊玄尭旧的に再現して, 計剰i-行町、ft.。こめ洋寸値変拓1 既えゐために、

池史えとしてり･略いC／われゐ部位には、べ･ンシ/い

メジャーで一計測した。

　結果　ら･r 月くらいまで･は仰臥営賠が･力く、/わゆi, 娃位型てへ肘をかるくゑx* さｾﾞて。

上肢制方挙上、千肢は曲ず神ぼしめざ叙､が力い. 6 T月以上I 耳まではレ腹佳い*ヽら･(SB ->

金I /へ々らt'彦l 藍ヽ･ヘヒ希行しびがら，I 人立ちtする.

1 耳゛ら2 年1=1にぢるレ　し。が£, 両脚t- 夕iんぴょんye o七隋段ｔ

& li に昇降する, 物I'.ぷ-ら下がゐ,いう幼旅か･でヽきh.　2 M-i--k上にが

ると.戸外で兇具r- Jリ懲ぶSう/- びる。これらの転作特性^-^ 妬して

計mした祐衷，衣曜毅計め肝ぶ勧作盛鳶哩し･ﾉ-f しして紅底イベ* 郷位

は. 後練烏間幅, ぶ｡p・～臍函位後，図のの②のの(？)の狐位で･あ- れ。
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　　　成人男子の体型に関オる研呪一刀～到歳の年齢的変化一
鹿児島大教育ｲヶ，内友子息児島県立短大茅野艶子・坂，上訓子

　目的ぢ人男子の衣眼構成にあた･)，設計上・基礎資料として，年齢的"/体型・変化石

把祷することが要まされる。今回は，鹿児島県人の資料を得る瓦めに，/ﾀ抑尊9-耳と

/詐/年^ ～／ク恥こ計測した戌人男子チ孔こ名Q)横断的肯料lもと/:, Zに吋歳までの

体型について年代的な変化の傾向を考察し７みた。

　方琉被験者ほ，鹿児島市, 及び，郡部の棄井地帯(7)企業，主として生ikixsエエj和こ勤

務し，軽作業に従尋乱るオカく約和知T゛,残りの約/り'/o が一般弗務梗善者である。計S'l/I

‘りﾚ子ン人体計測奮(こよゐ。研究項目ほ, 高径４項目, 叫径６項S, 長径斗項目，その他

兄項目(7)合計16 項目である。履雁者・年齢区/^ほ，ぎ歳間隔の９年齢層ヒしre
　鵜果　1. 奇長リビ高径４項目＼l丿加齢とともに漸減・ｲ頃向がみら心一^長の平均^ほ

zo 歳代前半の/ぶl. ?。裾最高z＼，穴歳代前半r'ほ/6/.7。，.とりﾘ顕毎な滅少(戸く.0/

の肩意差)を示了。-31=，後胴高，右前上鴎骨鶯高，下服長の対身藻比r)ほ, 5項iのふ

年代層ともに横ばい紅態i示し，鳥ﾆ長と刎

　z．n径項目のう乱乳頭位胸囲), 下胴戒勝匪の平均値ほ，20 歳代町呼ぶ最小C I)

炒｡3 － , 2) μ｡b cin, 3)貯,?耐i示しλ∂歳代後年との即こ顕著な増加りバ｡Z．。t,
2)3.7．，3)Z.タo。i＝F＜olの有意差)祉砂ら祀その嵯，乳頭位牌周ヒ疼朗て刄襖ば

ヽヽ収箭t示7。下胴囲でほ4-ﾌ歳代前半晋で漸増，珊いて横ばい状紐への籾行色示T．

まf^，対々-S:比別3 3項目と釧こ示教値の最小ほぶo歳代呼ご，zり歳代後手との昨こ
顕蒼な


